
 
 様式３              会    議    録  
 

会 議 名 
（審議会等名）   令和元年度 第４回相模原市スポーツ推進審議会  

事 務 局 
（担 当 課）   教育委員会 教育局 生涯学習部 スポーツ課  

開催日時   令和２年３月２６日（木）午前１０時００分  ～ 午前１０時５０分  

  開催場所   ウェルネスさがみはら ７階 視聴覚室  

出 
 
席 
 
者 

委 員   １４人 （別紙のとおり）  

その他  

事務局   ８人 （生涯学習部長、スポーツ課長 他６名）  

公開の可否   ■可  □不可  □一部不可    傍聴者数      ０人  

 公開不可・一部 
 不可の場合は、 
 その理由 

 

会議次第 

 
１ あいさつ  

 
 
２ 議 題  

 
令和２年度相模原市スポーツ団体事業費補助金の交付について 

 
 
 ３ 報告事項 
 
（１）相模原市スポーツ推進計画について          

 
（２）令和２年度相模原市スポーツ事業の予算概要等について 
 
 
４ その他  



              審    議    経    過   

主な内容は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

１ あいさつ 

生涯学習部長及び井上会長があいさつを行った。 

 

２ 議 題 

令和２年度相模原市スポーツ団体事業費補助金の交付について  

事務局が説明を実施した後、審議を行ったが意見等はなく、令和２年度相模原市スポ

ーツ団体事業費補助金の交付は適当である旨、教育委員会へ答申することが承認された。 

 

３ 報告事項 

（１）相模原市スポーツ推進計画について 

  事務局が説明を行ったが、意見等はなかった。 

 

（２）令和２年度相模原市スポーツ事業の予算概要等について 

  事務局が資料の説明を実施した後、質疑等の意見交換を行った。 

 

〇 新型コロナウイルス感染予防のため、子どもたちも体を動かせない状態であり、

精神面のケアも必要と考えている。市からも何かいいアイデアがあれば発信しても

らいたい。 

● 健康福祉局とも連携を図りながら策があれば発信していきたい。また、現在の状

況についてだが、市の施設を３月３１日まで閉館していたが、４月１３日に延期し

たほか、市の主催事業についても４月１３日まで延期、中止の対応をとっていると

ころである。今後、屋外施設が開放できないか、精神面のケアという観点からも議

論しているところである。 

 

〇 夏休み期間中に小中学校のプールを開放しているが、ＰＴＡの懇談会にて、昨今

の猛暑の中、児童の安全面を考えると学校まで登校するのは危険であり、中止にし

てもよいのではないかとの意見があった。また、屋外の学校プールを使用する子ど

もも減ってきているため、学校プール開放経費を減らして他の事業に回してもよい

のではないか。 



● 貴重なご意見として頂き、学校プール開放の在り方については、今後も検討して

いきたい。 

〇 夏季の学校プールは、子どもたちは楽しみにしていると認識している。学校の負

担も大きいという話も聞いているが、地域と連携して子どもたちの安全面を確保す

るなどの対策もあるだろう。学校プールは夏休みの重要な位置づけと考えている。 

〇 夏季休業中の学校プールについて、かつては子どもたちの参加も多かったが、最

近は、利用者が減っている実態がある。 

  現在の子どもたちを取り巻く環境としては遊べる場が少ないため、学校の先生に

負担がかからないように地域と連携するなど学校を開放したほうがよいのではと

考えている。公民館の再開も伸びてしまい、地域の子どもからはいつになるのかと

いう声も出ている。 

● 学校プール開放については、楽しみにしている子どもたちがいると聞いているの

で、そのことも踏まえながら協議していきたい。学校の開放や公民館の再開につい

ては意見として関係各課とも連携を図りながら今後の対応に努めていきたい。 

〇 スポーツ推進計画のＰ６４の数値にあるとおり、学校体育施設開放について、市

民がスポーツを行う場として、学校の役割は大きく、切り捨ててはいけないと考え

ている。しかし、各登録団体との調整や鍵のやり取り、備品の貸し出しなど学校へ

の負担が大きいので、検討していただきたい。 

● 学校体育施設開放により先生方に負担をかけていることについては認識してい

る。学校長や先生方からのご理解の上、学校開放が成り立っている。利用者の数か

ら考えてもこれからも続けていきたいと考えており、先生方の負担についてもどう

いった形で軽減していけるのか、引き続き議論を進めていくとともに、校長会等に

も説明していきたい。 

 

〇 神奈川県では今年の４月から障害者スポーツ協会が設立される。政令市の大部分

が障害者スポーツ協会を立ち上げているが、相模原市もいずれ、障害者スポーツ協

会を立ち上げることを考えているのか。 

● 神奈川県で障害者スポーツ協会が立ち上がったことは承知しており、障害政策課

とも連携しながらその動きを注視しているところであり、本市の立ち上げについて

は情報収集を行っているところであり、将来的にはあることが望ましいとは考えて

おり、今後も検討していきたい。 



３ その他 

● オリンピックの延期が決定したことにより、様々なところで再調整など影響が出

ている。大会組織委員会から情報収集等をした際には、審議会で報告させていただ

く。 

 

〇 相模原市体育協会の名称が令和２年４月１日から相模原市スポーツ協会に変更

となるので、委員の皆様には今後ともご指導のほどよろしくお願いしたい。 

 

以 上   

 
 



 
相模原市スポーツ推進審議会出欠席名簿 

 氏   名 所 属 等 備考 出欠席 

１ 井上 直子 学識経験者（青山学院大学教授） 会長 出席 

２ 阿久根 英昭 学識経験者（桜美林大学教授）  出席 

３ 加藤 慶子 学識経験者（トップアスリート）  出席 

４ 志村 信一 公募市民  出席 

５ 安田 ひろみ 公募市民  出席 

６ 西岡 直子 （一社）相模原市医師会  出席 

７ 三塚 康雄 （公財）相模原市体育協会  出席 

８ 上西 雅己 相模原市立中学校長会  欠席 

９ 岡崎 広志 相模原市立小中学校長会  出席 

１０ 八木 英樹 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  出席 

１１ 大山 孝 相模原市スポーツ推進委員連絡協議会 副会長 出席 

１２ 大谷 政道 相模原市公民館連絡協議会  出席 

１３ 小出 庄作 （特非）相模原市障害児者福祉団体連絡協議会  出席 

１４ 平栗 文夫 総合型地域スポーツクラブ（（特非）城山スポーツ

＆カルチャークラブめいぷる）  出席 

１５ 山内 渉 ホームタウンチーム（ノジマステラ神奈川相模原）  出席 

 
 


